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　１回戦共に接戦で敗れたチームの対戦は、序盤山口県４番山中選
手の好サーブで６連続ポイントで有利にゲームを進めるが、名古屋
市も２番河村選手の好サーブからリズムをつかみ、連続ポイントを
あげ接戦に。終盤ミスの出始めた名古屋市は粘りをみせるが、山口
県が２５-２１で第１セットを制する。
　１セット目に引き続き、拮抗したゲーム展開となる。山口県は５
番上田選手を中心にスパイクを決めていく。対する名古屋市は、７
番山本選手の大きな声とスパイクでチームを鼓舞し、雰囲気を作り
リズムを引き寄せる。２３-２２と追う名古屋市だったが、１番河
合選手、8番宮嵜選手がスパイクを冷静に決め２５-２３と逆転し
セットを取る。
　山口県のミスで名古屋市に先制点が入る。名古屋市は７番山本選
手のブロックポイントから３連続ポイントで大量リードを奪う。し
かし山口県も１番國吉選手を中心に盛り返し互いに譲らぬ好ゲーム
を展開。
　ゲーム全体を通じ、名古屋市主将の１番河合選手の攻守に渡るプ
レーと８番宮嵜選手の活躍が光り２-１の逆転勝ちを名古屋市が収
めた。
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